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漢字とインド系文字のおはなし
今日、私たちが使っている漢字は、誰が
決めたものだと思いますか？
たとえば博物館で、中国の古典のオリジ
ナルやそのコピーなどが展示してある場合を考えてみてください。意味は分からなくても、 「これ、あの漢字だよね」とおそく八割以上の文字は識別できるはずです。
現代を生きる私たちが、二〇〇〇年も前
のものが分かるのは、どうし ？つま
り、二〇〇〇年前にはもう、今日の漢字の礎がすでにできているということ。それは誰が作らせたのか？
答えは、秦の始皇帝。世界史の授業でも
習うように、度量衡の統一もしましたが、それと同時にこの皇帝は文字の統一を行ました。偉かったのは、秦 国 広まっていた漢字をかならずしも採用しなかったことです。このときの漢字の規範が現在の漢字に至るまで続いています。漢字の歴史では、 形に対して一種の規範意識というものが強く感じられます。日本人もそれを受け入れ大事にしてい す。漢字のとめる・はねるを、今でもうるさく言いますよね。
碑林といって、歴代の書家による字体・
字形を保存する伝統が中国にあります。伝統的な規範とは別に、漢字にも字形の変化があります。複雑な字形が簡素な字形へという変化の方向性は、始皇帝の時代も、現代の簡体字も共通していま 。
これに対して、文字の形が大きく変わっ
てしまったのが、インド系文字です。タイ文字、ビルマ文字、ラオス文字、クメール文字、デーヴァナーガリー文字、ベンガル文字、もとはみんな同じです。こ ことは、もしかすると外大の学生でも知らない人がいるかもしれませ ね。さまざまな文字がたった一個の文字から広がって、分化して、それぞれがみんな繁栄 ているといえます。こういうふうに子孫がずいぶん分かれたのが、インド系文字 面白さです。
なぜそのような変化が起こったのか？
 
先ほどまで 漢字の話でいえば、規範意
識が漢字ほどなかったのかもしれません。図１～４の文字の変化を見 みてくださ
い。
ご覧のようにインド系文字はどんどん形
が複雑になり、装飾的な要素が加わっていきます。すべてのインド系文字の祖先である原初の、今から約二三〇〇年前のブラーフミー文字はとてもシンプルですけれど。
文字がほしくなったらどうするか
―
文字取り物語
アジアのほとんどの国で、現在使われて
いる文字はその国固有の文字ではありません。ベトナム フランス人 宣教師が工夫したラテン文字
（ローマ字）
が基になって
います。インドネシアはオランダ人が表記に使ったラテン文字を、綴りは違いますそのまま使っています。タイの文字、カンボジア 文字、ミャンマーの文字 、みんな外から来たもの
（インド系文字）
です。文
字というのはもと とそう うもので 文
町田和彦先生にきく
聞き手
　
加藤あい
（外国語学部朝鮮語専攻四年）
物語
も
も
じ
じヒンディー語がご専門の町田先生。意外なことに、漢字の物語が飛び出しました。
図1 はブラーフミー文字。南ア
ジア・東南アジアで使用されて
いるすべてのインド系文字の起
源である。複雑な変化（図2、3）
をたどり、図4 のように左から、
デーヴァナーガリー文字（ヒン
ディー語、マラーティー語、ネ
パール語の表記に使用されてい
る）、タミル文字（タミル語の表
記に使用されている）、クメール
文字（カンボジア語の表記に使
用されている）などに分化した
（文字画像はGICAS http://www.
gicas.jp/ サイト内 http://www.
aa.tufs.ac.jp/i-moji/ より）
図 1図 2図 3図 4
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字を最初から持っている言語の方が珍しいのです。異文化の文字がどういう過程で受け入れられたかの例を見てみましょ 。
最初に、高度な文化をもつ有力な言語が
特定の文字を使うようになります。例えば、ローマ帝国 ラテン語とラテン文字、イスラーム圏コーランをあらわすアラビア語とアラビア文字、インドのヒンドゥー教や仏教 結びついたサンスクリット語やパーリ語と ンド系文字、中 中国 と漢字など。こうした言語と文字の組み合わせが、後に、何らかの形で近隣諸国に伝わります。伝わり方としては、征服という形であったり、日本のように自ら望んで受け入れたような場合もあるでしょう。基本的には言語と文字がいつ セットになっています。日本だったら中国語と漢字のセットを、ペルシアだったらアラビア語とアラビア文字のセットを、 い 具合です。
ところがその後、ある程度時間が経つ
と、どの国もどの地域も、自分たちの言語をあらわせる文字が欲しいと思うようになります。という も、自分たちの言語は、外から文字 セットで伝わった、アラビア語、サンスクリット語、中国語とは違うわけですから。ペルシア語を ビルマ語やタイ語を、あるいは日本語を、外から来た文字でなんとか らわせないだろうかと当時の人は考え工夫したことでしょう。
文字は当時のエリートのものです。彼ら
は、文字と音との対応関係を利用しながら自分たちの言語に合うように工夫したはずです。漢字の特別な使い方、万葉仮名の考案、さらに それをもとに仮名文字まで生み出した日本語 中でもユニークです。
文字を獲得したその後の言語について一
言。
ことばは時間とともに変化していきま
す。言語学では歴史的音韻変化という術語で説明している現象です。皮肉なことに早い時期に、つまり古い時代に文字を獲得した言語ほど発音と文字との「ずれ」が大きくなる傾向があります。その一例は、英語。現代の英語の綴りは、五〇〇年ほど前の発音に合っているとされ た えば、
nam
e
はナーメの要領。綴り字という
のは、ある時代の音声を忠実に反映しています。文法も比較的簡単で世界語ともてはやされている英語も、他に例を見ないほど綴りと発音がずれてしまってい 初学者を悩ませるのはこ ためです。
（談）
文字はどこから来たのか？そこには物
語がありました。町田先生、お話 りがとうございました。まちだ・かずひこ
　
アジア・アフリカ言語文化研究所教授。専門はイン
ド言語学 文字情報学。著書に 『ニューエクスプレス
　
ヒンディー語』 （白
水社） 、 『華麗なるインド系文字』 （編著、白水社） 、 『世界の文字とことば』（編著、 河出書房新社） 、 『世界の文字を楽しむ小事典』 （編著、 大修館書店）などがある。
インドの 100ルピー札には、さまざまな
インド系文字で表記されている。いちば
ん大きく書いてあるのがヒンディー語の
デーヴァナーガリー文字、そのほかタミ
ル文字、ベンガル文字、グジャラート文字
などが書かれている。なおアラビア系文
字も書かれている
例えば外大の一年生が専攻語を習うとき、文字な
んかどうでもいいから音声だけを学びたい、人と話ができればいいからと主張したとしても、本学の先生方は認めてくれないと思う。一方おもしろいことに、こ ばを扱う学問、言語学では文字を直接扱わないらしい。　
文字とことば、この二つでいえ
ば、もちろんことばのほうが先にあった。また文字を知らなくても生きていくことはできる。人類の歴史では、文字が生まれたのはごくごく最近のこと 文字は、明らかに人間がことばに合わせて意図的に作ったものだ。　
ことばの本質からいうと、文字
はことばそのものではない。いま喋っているもの、いま聞いているものこそが、ことばな だ。
私たちは日常、ネット上で調べ
ものをしたり、メールのやり取りをしているため、とかく「文字＝ことば」と思いがちだ。文字言語だらけの今日だが、文字は、ことばにとって二次的なものであるといって学問上は直接扱われないいう、ちょっとかわいそうな存在になっている。
ところで、 『文字贔屓』
（三省堂）
という楽し 本がある。今 亡き二人の碩学、河野六郎先生 西田龍雄先生の対談集で、この問題を考えるため ヒントが随所に散りばめられている。
文字ってなあに
コラム
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私は西夏文字・西夏語を研究しています。
西夏語は、一一─一三世紀、中国西北部にあった「西夏」国で話されていた言語です。現在は死語となりましたが、この国独自の「西夏文字」で記された豊富な文献が残っています。世界史的には、一〇世紀以降 中国北部・西北部に成立した非漢族の国家、遼・西夏・金にそれぞれ成立した「契丹文字・西夏文字 女真文字」として「疑似漢字」とまとめられることもあります。西夏文字は漢字と類似する字形、類似する要素がありませんが、偏 旁のような「 首 をもち、組み合わせを変えて新しい字形を派生させる点が、漢字に似ています。
西夏文字は六〇〇〇字ほどが確認されてい
ます。もちろん漢字同様、これら全てが常用されるわけではありません。私はフォントの監修、辞典の編集などに関わってきたので登場頻度の高低に関わらず、ほぼ全ての西夏文字を一度は手書 したことがあります。その中で好きな一文字を挙げろといわれると悩
みますが、やはり●でしょうか？
多少西夏文字の知識のある方には、西夏文
字に頻出する「斜め らい
（カタカナの「ノ」
の形）
」を含まないこの文字は「西夏文字ら
しくない」かも知れません。また、 「好きな一文字」と指定され したが、実際にはこの文字は●●
（＝一切）
という重複形でしか
使われませんから、独立した一文字と 言難いです。この文字を推すのは「冠以下の要素をすらすら書けるようになったら何だかカッコいい気がした」という俗っぽい理由からです。外大の学生さんには「専攻語で早口ことばが言えるようになった時の感動」とたとえれば良いでしょうか？
冠の下に、左から右に、似たような要素が
並んでいるものの、・まず、●「皆」と う字の一部●と、 「集まる」という字●に分析できる・●「集 る」と う字は、 「●『無 』ことを●『無く』する」のように分析できるという事実が分かれば忘れ こ はありません。一見複雑な文字にも合理的な構造が存在するのです。
漢字の「青」が好きだ。特にそのセイとい
う音が。
日本では小学校から、漢字は絵から起こっ
た、と教える ヴィジュアルから入るとわかり良いことは確かだが、大学生で藤堂明保氏の単語家族の説を知った時は、目からウロコが落ちた思 だった
（同氏『漢字語源辞典』學
燈社一九六五、同『学研漢和大字典』一九七八）
。それは要するに漢字の意味は形でなく
音にあるのであり 先後関係から言っても音が先で字形は後から作られた、というものである
（清朝・阮元らの説を発展させた）
。たと
えば日本で「ゴロゴロ」と聞けば大石がころ
がってくる様が思い浮かぶ。ちゃんと意味が伝わっているわけで、こうした語をオノマトペ
（擬声
語・擬態語）
と呼ぶが、同様に上
古の中国では、たとえばセイという音は「混じり気ない、澄み切っている」感じを伝えていた。同様にたくさんの響きの語がそれぞれの意味を伴って使われてい 。極論すると中国語は全てオノマトペ
なのである。
やがて記録の必要から「セイ」は表記のよ
うな絵に書かれた 上は芽生え、下は井戸でいずれも混じり気なく清らかなものの代表である。さらにこの「音符」にカテゴリーを表す「意符」
（部首）
を添えて、たくさんの事
柄を表せ ようになった（ 『説文解字』にいう「形声」である） 。混じり気ない「セイ」なら「清
（水が）
」 、 「晴
（空が）
」 、 「精
（もと
きれいな米→こまかく純良な）
」 、 「情
（純な心）
」
などと発展していった。 「青」自体もアヲはアヲでも、秋空のような澄み切ったアヲである。こうしたたとえば「セイ」の仲間の文字を単語家族というのだ
（この説には反対論も
ある）
。
長く生きて来て、たくさんの混じり気や濁
り・汚れに染まってきた。それこそが人生・人間味だ、という考え方もあろう。 かしそれだけに、いつ なっても、さっぱりと混じり気のない気持ちを失いたくない。 「青＝セイ」という文字の響きは、それを思い出させてくれるのである
あらかわ・しんたろう
アジア・アフリカ言語文化研究所准教授
　
言語学・西夏語
はらだ・じろう
帝京大学文学部准教授・本学非常勤講師
　
中国思想史
「青＝セイ」という文字の響き
原田二郎
好きな西夏文字は「一切」
荒川慎太郎
わたしの
好 き な
文 字
西夏文字の登場する漫画『シュト
ヘル』のワンシーン（© 伊藤悠／小
学館、西夏文字監修：荒川慎太郎）
『漢字語源辞典』（學燈社、1965年）より、
金文の「青」と篆書の「青」
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あった。筆跡から見て書き込み者は巻末に署名のある羅州の呉氏という人物であったらしいが「呉」は墨で消してあり拡大鏡でやっと判読できる。恐らく本書を手放す際に恥じたためと思われる。朝鮮時代の男性は漢文のみを読み書きすることになっており、口訣字はこうし テニヲハのみに、ハングルは女性への手紙に用いるものであった。
口訣字はテニヲハのみに使われこれで朝
鮮語を書くことは出来ない。周知の通り朝鮮語の全面表音化は十五世紀のハングルによって始めて可能になった。この点で日本語の全面表音化 八世紀以来可能にした（万葉）仮名とは異なり、仮名の起源を朝鮮半島に求めるのは妥当でない。二〇世紀初頭には口訣字は滅び、一方女性文字であハングルは民族の象徴として称揚された。
一見日本語の漢字仮名混じり文を彷彿さ
せるこのメモ 、日本が古代朝鮮とともに推進した対抗中国化を更に発展させた書記法を現代に伝えていること、同時にハングル一色になった今日の朝鮮語 対抗中国化を放棄し、ハングルというア ファベット世界へと移行したことを想起させる 充分である。
ちなみに私が愛好し、日々接しているの
は、漢字漢文を主に、口訣字やハングルがひそやかにしっかりと用いられ、村 漢籍を誦む声の響いていた、今はなき朝鮮語世界である。
平壌を中心とする朝鮮半島の都市では紀
元前以来数百年間、中国語と漢字が用いられてきた。楽浪帯方郡滅亡後、古代朝鮮諸国では、漢字を自言語表記に使用したり、漢文を自言語で訓読する 法を編み出した。これらは「対抗中国化」 なわち 漢字漢文をいく 摂取し も言語的に中国語話者化しないための装置であり、日本列島でも同様の現象が見 れた。九世紀までに起こった対抗中国化は
①
漢文の自言語風変形
（吏
読・和化漢文）
、
②
漢文訓読装置
（訓点、漢字
略体によるテニヲハ表記）
、
③
漢字の表音的使
用による自言語の全面 音表記、
④③
を発
展させた音節文字の発明などである。このうち
①②
は朝鮮半島と日本列島で、
③④
は
日本列島のみで生じた現象である。
二〇〇二年大谷大学で八世紀新羅資料から
②
が発見された。韓国では日本の片仮名の
韓国起源が証明されたと大きく報ぜられたが、漢字略体によるテニヲハ表記を
口こう
訣けつ
字と
言う。漢文訓読は朝鮮半 では消滅してしまうが、漢文の句節にこの口訣字を記入する習慣だけは二〇世紀初頭まで継続し 。
写真は朝鮮時代後期の木版本『詩伝大全』
である。本文と欄外の墨書は恐らく一九世紀のものと思われる。本文に書き込まれた口訣字は漢文を上から音読みで読んでいきながら挿入して音読す ための符号である。欄外は、本人の記憶 ための翻訳文
傍線が口訣字、波線がハングルである。試
みに口訣字部分を片仮名、ハングルを平仮名で日本語に訳すと次のようになる。
翩々
トスル
鵻
なる
カナ
すなわち
飛
シ
下
シテ
苞栩
ニ
集
スルノダナ
一見してわかるようにこれは一種の訓下し
文であり、朝鮮半島の三種の文字が仲良く共存している。口訣字は漢字の省略体で、末尾の「タ」は「多」の略体で
ta
と読み、日本
語の片仮名と偶然の一致を示す。欄外 書かれたこれは、 かし当時は恥ずかしいもので
いとう・ひでと
総合国際学研究院准教授
　
言語学・朝鮮語史
朝鮮半島の三つの文字
伊藤英人
『詩伝大全』（某氏蔵）には、漢字、
口訣字、ハングルが用いられている
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この文字は、 「ささら」という「国字」で
ある。国字とは、中国の「漢字」にならって日本でつくられた文字のことで、訓だけで
音おん
読みはふつうない。この「簓」は、端を細かく割った竹筒と木の棒からなり、両方をこすり合せて音を出すもの或は、薄い木片を紐でつないだ楽器で、田楽や猿楽など 民俗芸能や、説教や祭文などの仏教説話の語りにも使われた。転じて、こうした芸能を行う芸能者を「簓」といった。
卒業論文に、幕府倒壊前夜、慶応三
（一八
六七）
年の「ええじゃないか」を取り上げ、
その史料を集めるために、信州下伊那地域を訪れた。村の古文書を読んでい 時、 「筰人別御改帳」という薄い冊子に出会った。江戸時代の人々は、キリシタンなど幕府が禁止した宗教の信者でないこと 寺に証明させるめに、必ずどこかの寺の檀家となり、宗門人別改帳に掲載されてい
村人とは別帳にされた「筰」とはどのよう
な人々か、この疑問が解けた は、それから二〇年余り経ってからであった。この文字も「ささら」と読ませ、芸能者である「簓」の
ことであった。村人とは別帳の人々、この「簓」の人々に注目することで、地域社会の見え方は全く変わり、視野が格段に開けるとになった。「簓」は、 「御百姓さまの家には、大人も子供も腰掛けること せず、庭に手をつきご挨拶をし、御百姓さまに面と向かってで ないときも、誰様と「様」をつけるよう いたします」と誓約 百姓身分の人々に「御」「様」をつけなければならない社会的地位置かれた。 「二季下され物 多少、善し悪しなど、文句をいいません」 、夏には麦、秋には米を、村人から施されたが 施物の質量に文句 いえなかった。しかし他方で「簓」は村と村人の安全 守る役割を果たしていた。 「毎日、御村中を廻ります」と村の番をし、博打の取締りから行き倒れの対応や遺体の埋葬までの「村役」 勤め、村の「下役」と呼ばれていた。
百姓身分の人々だけをみていては、地域社
会の現実を見過ごし しまう。研究を始めて二〇年後、 「簓」を通じて、社会の実体が見え始めた である。
北区西ヶ原の古ぼけた校舎の地下一階の
隅にロシア語学科の暗い教室があった。入学しても大学の受け直しを考えていたので、ロシア語学習に身がはいらない。いつも遅れて最後尾の席のド 近くに座った。 「黒川君。君だけがまだ活字体だけれど、 ったい筆記体はどうしたのかな」 「はい 今は過渡期です」クラスの皆はモスクワに到着しているが、まだカムチャッカあたりをうろうろしていた。
六〇名中二九名が最終専攻語学試験に合
格して三年生になれ 年末に大 近く引っ越 猛勉強して、おそらく二九位で合格して初めて大学 入学 きたと思った。さあ自由に学ぶぞ。歴史関係の講義を中心にとり学問の世界にはいったのだ 他の外国語にも挑戦 た。三年生の時にはドイツ語とフランス語を同時 学んだが共倒れ
四年生になってヘブライ語に挑戦した。
高校時代にクリスチャンにな て以来、旧約聖書を原典で読みたいという思いがあったので。高田馬場にある小 な教会の二階で、神学生に交じって、聖書ヘブライ語を
学び始めた。二二文字からなるアレフベート。日本語、英語、ロシア語、フランス語とは全く異なる「不思議なかたち」 。右から左に書く。子音のまわりに母音符号を打っていく。全く新しい言葉ではない 。
特に気に入った単語は「●●●シャロー
ム」 。これは「こんにちは」 さようなら」の挨拶の言葉で、いつでも誰にたいしても使う言葉である。しかし本来は、神との正しい関係にあるときに神 ら受けるすべてのよきもの、すなわち、平和、平安、健康、無事、繁栄など 意味があり、完成された状況、力といのちにあふれた動的状態をあらわす。
大学院で現代ヘブライ語を学び、イスラ
エルのヘブライ大学に留学し現代ヘブライ語も学んだ。米国留学中 はイディッシュ語を学んだ。これもヘブライ文字から成っている。
ヘブライ文字は私の前にユダヤ人の歴史
と文化の扉を大きく開いていった。
くろかわ・ともふみ
愛知教育大学教授・本学非常勤講師
　
西洋史・宗教史
よしだ・ゆりこ
総合国際学研究院教授
　
日本近世史
神から受けるよきもの
黒川知文
「簓」から開けた研究
吉田ゆり子
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したことは日本の書道と共通するものかもしれません。
さらに、書家、書道芸術家が社会的に尊
敬されているという点でも、日本 していると思います。ただし、日本の書道と違うのは、アラビア書道は芸術のひとつなので、書 ている途中で付け足 や修正ができることです。 わば、書道であると同時に、デザイン あり、生け花のようなものなの す。
アラビア書道を始めたきっかけ
私の祖父と父が小学校の先生で、生徒に
アラビア書道も教えていました そ した家庭環境のなかで育ちましたので、私も自然にその影響を受けて、子ども ころから父親に書道を教えてもらうようになりました。それが、私が書道をはじめることになったきっかけです。
小学校で最初に習うのはペン習字です。
もちろん、綺麗な文字を書くこと 目的としたペン習字と、芸術として 書道はまっ
たく別物です。小学校では芸術としての書道はやりませんでしたが、私の場合、父親や兄から習いました　
私は、いわゆる習字、書道の先生ではあり
ませんが、本学ではアラビア語教育の一環として
（課外授業として）
半期ごと、一五名ほ
どの学生にアラビア書道を教えています。
本学のアラビア語専攻の学生は、その多
くがアラビア文字の美しさに興味 もっいます。そのため、アラビア書道も教えることにしました。原則週一回、半期の授業で、カラムという筆の使い方から 二八アラビア文字がきれいに書けるようになるまで、書道の基本を指導しています。
学生は早く芸術的な作品が書けるように
なりたいと思っているので 、最初からそうした作品が書けるわけではなく そこに至るまでには、長い時間をかけた基本の習得とともに、アラビ 語とイス 文化に対する深い理解が必要なの す。
アラビア書道の文化的な背景
アラビア書道の歴史とその発展は、いう
までもなくイスラム教と密接なかかわりがあり す。アラビア書道の形式美が確立されたのは、一〇、一一世紀頃 いわれていますが、書道の起源は、イスラム教の聖典であるコーランを文字どおり美しく筆写することにあるといえま つま 、アラビア書道は、コーランを筆写するために生まれ、発展してき した。イスラム教では偶像崇拝が禁じられています で 絵画や彫像などの芸術の代わり 書道芸術が発展したといえます。ですから アラビア書かれる内容は、そ ほとんどが章句、あ いはその一節です。つ り、自分が最 信じている教えの言葉を自分の
スタイル、デザインで書くアートなのです。
アラビア書道の魅力とは
大きな魅力のひとつは、文字を自由に使
って作品を作ることができることです。文字そのものの美しさもさることながら、ひとつの単語でも、さまざまなスタイルでまったく異なる作品ができ というのは、アラビア書道独特 魅力だと思い す。
本当に美しい作品を見ると感化され、自
分もそのような綺麗 作品を書いてみたと思います。学内には、アラビア 道家の本田孝一先生の作品が飾られていますそれらは書道と現代的な芸術感性を融合させたじつにすばらしい です。そのようなすばらしい作品を見ると、精神的に癒され、落ち着くと うこと あります。そう
本学でアラビア語を教えるイハーブ・アハマド・エベー
ド先生は、毎週水曜4時限に、課外授業として学生有志
にアラビア書道を指導しています。アラビア書道は、日
本の書道と同様、独自の歴史と文化をもつ芸術のひとつ。
そこで、エベード先生にアラビア書道の魅力についてお
話をうかがいながら、初心者向けにアラビア書道のご指
導をいただき、本誌の学生スタッフ二名が挑戦しました。
上: ナスヒー体。コーランを書き写すために開発された書体で、装
飾性が少なく洗練された、読みやすい一般的な活字書体として広く
使われています。『大学のアラビア語　表現実践』より。
左: エベード先生の作品。アラビア語で「大学のアラビア語」と書
かれている。本学出版会発行のアラビア語教科書シリーズ（『詳解文
法』『表現実践』『発音教室』）のカバーに使われている。
イハーブ・アハマド・エベード
　
本学世界言語社会教育センター外国人
主任教員。カイロ大学文学部日本語日本文学科助講師。著書に『大学のアラビア語
　
詳解文法』 『同
　
表現実践』 （共著、 東京外国語大学出版会） 、
『パスポート日本語アラビア語辞典』 （共著、白水社）などがある。
イハーブ・アハマド・エベード
聞き手・構成
　
本誌編集部
アラビア書道入門
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さて、いよいよイハーブ・アハマド・エベード先生にご指導を
いただき、本誌学生スタッフ二名がアラビア書道に挑戦します。
世界の文字にかんする文献・ウェブ案内
文字について書かれた日本語の本、ウェブサイトをご紹介します。ここに挙げた本は外大図書館
にも収蔵されていますので、ぜひ実際に手にとって、「文字」の歴史・文化を繙いてみてください。
世界の文字を知る
『世界の文字を楽しむ小辞典』　町田和彦編、大修館書店、2011
『図説 世界の文字とことば』　町田和彦編、河出書房新社、2009
『図説 アジア文字入門』　東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所編、河出書房新社、2005
『人間と文字』　矢島文夫監修、田中一光構成、平凡社、1995
『世界の文字の図典』　世界の文字研究会編、吉川弘文館、1993
『世界おもしろ図鑑“世界の文字”』　西田龍雄監修、みずうみ書房、1986
文字の歴史を考える
『文字の歴史　ヒエログリフから未来の「世界文字」まで』　スティーヴン・ロジャー・フィッシャー
著、鈴木晶訳、研究社、2005
『初期アルファベットの歴史』　ヨセフ・ナヴェー著、津村俊夫 他訳、法政大学出版局、2000
『文字の世界史』　ルイ＝ジャン・カルヴェ著、矢島文夫監訳、会津洋・前島和也訳、河出書房新社、
1998
文字論を読む
『文字贔屓』　河野六郎・西田龍雄、三省堂、1995
『文字論』　河野六郎、三省堂、1994
『言語学への開かれた扉』　千野栄一、三省堂、1994
文字の芸術に触れる
『東京国立博物館の名品でたどる　書の美』　島谷弘幸著、東京国立博物館監修、毎日新聞社、2013
『アラビア書道の宇宙　本田孝一作品集』　本田孝一、白水社、2006
『カリグラフィー　欧文書体の書き方100』　小田原真喜子監修、福本友美子訳、日本ヴォーグ社、
2004
●ウェブサイト
GICAS（ガイカス）　www.gicas.jp/
アジア・アフリカ言語文化研究所のプロジェクトのひとつ「アジア書字コーパスに基づく文字情報
学の創成」のウェブサイト。「文字情報学」「ことばと文字」「文字・データベース」「展覧会」などさま
ざまな観点から「文字」について考えることができる。
地球ことば村「世界の文字」　www.chikyukotobamura.org/muse/writing_systems.html
NPO 法人「地球ことば村・世界言語博物館」は、ことばとその多様性に関心のある市民と、言語学
者、人類学者など専門家が集まる文化運動体。サイト内の「世界の文字」では、世界各地の文字の歴
史や字形などについて詳しく解説されている。
もじもじカフェ　moji.gr.jp/cafe/
「もじもじカフェ」とは、文字や印刷の専門家と市民が、お茶を飲みながら気楽に話し合う催し。サ
イトでは開催情報が閲覧できる。イベントには、テーマに関心のある人なら誰でも参加できる。 
1 筆遣い指導中3 学生実践中
4
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」の字完成
2 筆遣い指導中
＊研究講義棟には、本学出身で日本を代表するアラビア書道家・本田孝一氏のすばらしい作品が飾られています。
１. まず、筆記具はカラム（アラビア語で筆、ペン）を使
います。カラムには竹や籐、葦などを用い、その先端
を斜めに切断してつくります。エベード先生は、安価
な万年筆の先端を切ってカラムにすることもあるそう
です。
２. カラムの先端を墨に浸して白い紙（表面がつるつる
した紙がよい）に書きます。初心者はまず、筆遣いに
慣れることが重要なので、点（ノクタ）を書く練習をし
ます。この点がきれいな菱形になるように。これが基
本中の基本。カラムの使い方に慣れないと文字を書く
ことはできません。課外授業ではまず、基本的なナス
ヒー体から教えています。黒板にチョークを削ってお
手本を書き、そのお手本に基づいて学生が書く。一文
字からはじめて次は二文字、というように段階的に教
え、学生が書いたものを一対一で添削指導しています。
エベード先生のご指導を受けて、学生が挑戦してみま
す。最初は思うようにできませんが、練習を繰り返す
うち、少しずつ書けるようになります。学生が書いて
いるあいだにも、先生の指導が入ります。学生いわく
｢一見、簡単にできそうですが、いざやってみるとなか
なか難しい。日本の書道のようにはいきませんね。で
もおもしろい｣。早く文字を書いてみたい、という気持
ちをぐっとこらえ、練習に勤しむことが大切です。
学生スタッフのリクエストを受けて、エベー
ド先生が ｢愛｣のアラビア文字を書いてくだ
さいました。独特のカシーダは、このように
使える文字と使えない文字が決まっている
そうです。
アラビア語で ｢愛｣を意味する作品の完成で
す。短時間では、文字を書くところまでい
きませんでしたが、先生、ご指導ありがと
うございました。
３. 次に、アラビア文字に特徴的な線（カシーダ）を書
きます。カラムを墨にしっかり浸して、先端を紙に並
行して付け、力を入れて線を引きます。力加減を一定
に保たないと、線が途中でかすれたり曲がったりして
しまいます。こうした単純な練習を繰り返して、カラ
ムの使い方に慣れるのです。
アラビア
書道に
挑戦！
図書室
